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迷
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揺
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光
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て
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友
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友
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扇
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古
都
の
風
に
ふ
れ
て

修
学
旅
行
で
詠
ん
だ
短
歌
・
俳
句(

一
組)

【Rocket No5】2024(令和 6)年 5月 24日(金)

来週の予定:5月27日(月)～6月1日(土)

日 曜 行 事
２７ 月 特別時程 体育着登校

1校時:学活 2～ 6校時:授業
体育祭放課後練習(トラック)

２８ 火 特別時程 体育着登校
1校時:道徳 2～ 4校時:授業
5～ 6校時:体育祭学年練習

２９ 水 普通時程 体育着登校 体育祭
予行
1～ 3校時:予行 4校時:学活
(雨天時 1～ 4校時:授業)
5校時:総合(雨天時も総合)

３０ 木 特別時程 体育着登校 予行予
備日
1～ 5校時:授業
(予行時 1 ～ 3 校時:予行 4 校
時:学活 5校時:授業)
6校時:体育祭学年練習
(予行時 6校時:授業)
体育祭放課後練習(トラック
内)

３１ 金 特別時程 30 日に予行の場合
体育着登校で、2 校時体育祭
学年練習
1～ 4校時:授業
5～ 6校時:体育祭準備

6/１ 土 体育祭 弁当が必要になります
※ 延期の場合登校の必要なし

※ 体育祭が近付いています。各自、体育着(特
に半袖Ｔシャツ)に関しては、こまめに家
に持ち帰り洗濯をして、清潔を保つこと。
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台
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